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１ みき市議会だより201号
令和７年６月 定例会

　

６
月
定
例
市
議
会
は
、
５
月
28
日
か
ら
６
月
20
日

ま
で
24
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
に
は
、
財
産
の
取
得
や
令
和
７
年
度
三

木
市
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
４
件
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
補
正
予
算
は
、
北
播
磨
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
が
持
続
的
に
安
定
し
た
運
営
を
行
え
る
よ

う
、
一
時
的
に
関
係
市
負
担
金
を
増
額
す
る
た
め
必

要
と
な
る
経
費
な
ど
が
、
そ
の
主
な
内
容
で
す
。

　

６
月
９
日
、
10
日
に
は
、
質
疑
・
一
般
質
問
を
行

い
、
７
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

20
日
に
は
議
案
４
件
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
工
事
請
負
契
約
締
結
等
の
議
案

６
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
請
願
３
件
の
う
ち
１
件
を
賛
成
多
数
で
、

２
件
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
ほ
か
、
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
意
見
書
案
２
件
を
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

▲ いきいき教室＆ゆうゆうセミナー（令和7年6月19日　志染町公民館）

令
和
７
年
度
三
木
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

令
和
７
年
度
三
木
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
を
可
決
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　●意見書
　●賛否が分かれた案件
Ｐ5～11
　●質疑・一般質問
Ｐ12～15
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　●議場見学
　●令和６年度政務活動費収支報告
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Ｐ16
　●全国市議会議長会より表彰
　●９月定例会のお知らせ
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6月
定例会
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　山田錦の館改修工事（２期工事）に係る変更契約の締結について、条
例の定めるところにより、議会の議決を求める。

工事請負変更契約の締結について

　自走式水洗トイレカーの取得について、条例の定めるところにより、
議会の議決を求める。

財産の取得について

議案等の審議結果議案等の審議結果
条

例

等

　水槽付き消防ポンプ自動車の取得について、条例の定めるところによ
り、議会の議決を求める。

財産の取得について

■開会
■会期決定
■議案の提案説明

５月28日【本会議】

■議案・請願の審査
６月13日・16日【常任委員会】

■審査報告書の検討
６月19日【常任委員会】

■追加議案の審査
■追加議案に係る審査報告書の検討

６月20日【常任委員会】

■議案の採決
■追加議案の提案説明
■追加議案の付託先決定

６月20日【本会議】

■追加議案の採決
■請願の採決
■意見書案の提案・採決
■閉会

６月20日【本会議】

■質疑・一般質問
■議案・請願の付託先決定

６月９日・１０日【本会議】

定例会の動き定例会の動き

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）



３ みき市議会だより201号
令和７年６月 定例会

令和7年6月定例市議会提出
議案（三木市ホームページ）▶

三木あじさい祭りのあじさい
（令和7年6月19日　
　あじさいフローラみき）▶

三木市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について
　兵庫県福祉医療費助成事業実施要綱の一部改正に伴い、低所得者の支
給判定基準額である公的年金等の収入金額及び所得金額の合計額「80万
円」を「80万９千円」に改める必要があるため、所要の改正を行う。

　市立緑が丘東小学校大規模改修工事（１期工事）請負契約の締結につ
いて、条例の定めるところにより、議会の議決を求める。

工事請負契約の締結について

　図書館システム関連機器の取得について、条例の定めるところにより、
議会の議決を求める。

財産の取得について

令和７年度三木市一般会計補正予算（第１号）
予

算 　予算の総額に歳入歳出それぞれ２億７，３３７万４千円を追加し、４１２億７，３３７万
　４千円とする。
（主な内容）
・北播磨総合医療センターへの関係市負担金の増額
・中央公民館等複合施設の整備
・自走式水洗トイレカーの整備
・地域クラブ活動の立上げを支援

　公職選挙法施行令が改正され、国政選挙における選挙運動に関し、選
挙運動用ポスター及びビラの作成について公費負担の限度額が引き上げ
られたことに伴い、所要の改正を行う。

三木市議会議員及び三木市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成
の公営に関する条例及び三木市議会議員及び三木市長の選挙における選
挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

令和７年度三木市一般会計補正予算(第２号)

令和７年度三木市学校給食事業特別会計補正予算(第１号)

　予算の総額に歳入歳出それぞれ７，３３４万６千円を追加し、４１３億４，６７２万円と
する。
（内容）
・市立小・中・特別支援学校の給食費の半額助成
・三木市清掃センター給水管の更新

〔４，４６４万６千円〕
〔２，８７０万円〕

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

〔２億５，０００万円〕
〔債務負担行為〕
〔２，３５０万1千円〕
〔予算組替え〕
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賛否が分かれた案件 賛成＝○　反対＝●

※1　大眉　均議員（日本共産党）は議長職のため、表決権はありません。

１　再審請求手続における証拠開示の制度化
２　再審開始決定に対する検察官による不服申し立て制度の見直し
３　再審請求における手続規定の整備

意

見

書

請

願

再審法改正を求める意見書

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の拡充を求める意見書

下記の事項を政府に要望しました。　　　　　　　　　（令和７年６月２０日可決、同日提出）

◆再審法改正を求める意見書

１　学校の加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進すること。また、これに係
　　る必要な財政措置を講じること。
２　教育水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度を拡充すること。
３　部活動の地域移行を更に進めるため、財政的措置等を講ずること。

◆教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の拡充を求める意見書

政 府 に 要 望 （要旨）

「三木市立施設に市民ギャラリーの設置を求めます」
の請願

件　　　名
お
ぎ
は
ら
吉
江

大
眉
　
　
均

板
東
　
聖
悟

内
藤
　
博
史

松
原
久
美
子

西
垣
　
弘
志

古
田
　
寛
明

又
吉
　
健
二

中
尾
　
司
郎

初
田
　
　
稔

泉
　
　
雄
太

戸
田
　
昌
樹

堀
　
　
元
子

川
端
　
敦
子

大
西
　
秀
樹

岸
本
　
和
也

議
決
結
果

市民クラブ
（3名）

志 誠 会
（5名）

公 明 党
（2名）

日本共産党
（2名）

日本
維新
の会

公 政 会
（3名）

採択○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ○ ● ○
※1

議 

長

「三木市立施設に市民ギャラリーの設置を求めます」の請願 採択（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

国に対して教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充をはかるた
めの意見書提出を求める請願

国に対して「再審法(刑事訴訟法の一部)」改正を求める請願 採択（全会一致）

採択（全会一致）
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▲不登校児童生徒への
　支援についてはこちら
　（三木市ホームページ）

　
志
誠
会

　
　
川
端
　
敦
子 

議
員
　

【
一
般
質
問
】

　

・
災
害
時
登
録
井
戸
の
開
始

　

・
企
業
立
地
促
進
条
例
施
行
規

　
　

則
の
改
正

　

・
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る

　
　

支
援

　

・
部
活
動
地
域
展
開
に
お
け
る

　
　

指
導
者
の
選
考
基
準
と
質
の

　
　

確
保

　

・
地
域
の
安
全
を
守
る
防
犯
対

　
　

策
の
強
化

　

・
年
齢
、
障
が
い
の
有
無
を
超

　
　

え
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　

場
づ
く
り

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支

援　
　
①
市
内
に
お
け
る
フ
リ
ー
ス
ク

　
　
ー
ル
の
利
用
実
態
や
通
所
し
て

い
る
児
童
生
徒
の
状
況
を
市
は
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か

②
県
が
新
た
に
開
始
し
た
民
間
施
設

へ
通
う
児
童
生
徒
の
支
援
制
度
に
対

す
る
市
の
対
応

③
市
独
自
の
支
援
制
度

　
　

①
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
か
ら
在
籍

　
　

校
に
送
付
さ
れ
る
登
校
状
況
の

報
告
書
を
通
し
て
在
籍
校
が
把
握
し

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
と
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
担
当
者
間
で
、
電
話
連
絡

や
面
談
等
に
よ
り
詳
細
な
状
況
を
共

有
し
、
指
導
に
活
か
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
が
把
握
し

た
内
容
の
定
期
的
な
報
告
に
よ
り
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

②
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
へ
の
助

成
制
度
は
、
現
在
、
近
隣
他
市
町
の

利
用
人
数
や
料
金
体
系
等
を
確
認
し

な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
県
教
育
委
員
会
の
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
等
、
民
間
施
設
へ
通
う
児
童
生

徒
へ
の
支
援
事
業
の
補
助
費
を
活
用

し
た
支
援
の
実
施
に
向
け
、
さ
ら
に

検
討
し
て
い
く
。

③
市
独
自
の
支
援
の
取
組
は
、
大
き

く
４
点
あ
る
。

　

１
点
目
は
、
み
っ
き
ぃ
ル
ー
ム
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
連
携
し
た
工
場

見
学
等
の
交
流
機
会
の
確
保
で
あ
る
。

　

普
段
の
限
ら
れ
た
人
間
関
係
だ
け

で
な
く
、
他
者
と
関
わ
り
、
交
流
の

幅
を
広
げ
る
取
組
と
し
て
行
っ
て
い

る
。

　

２
点
目
は
、
保
護
者
支
援
と
し
て

の
不
登
校
親
の
会
「
よ
つ
ば
会
」
の

開
催
で
あ
る
。

　

「
よ
つ
ば
会
」
で
は
、
臨
床
心
理

士
の
資
格
を
持
つ
教
育
委
員
会
ス
タ

ッ
フ
が
保
護
者
の
不
安
や
悩
み
を
聴

く
だ
け
で
な
く
、
同
じ
境
遇
に
あ
る

保
護
者
同
士
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
り
、
相

互
に
助
言
を
も
ら
え
た
り
す
る
場
に

な
っ
て
い
る
。

　

３
点
目
は
、
個
別
最
適
な
支
援
に

つ
な
が
る
情
報
提
供
で
あ
る
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
状

況
に
応
じ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
、

本
人
と
保
護
者
に
対
し
、
校
内
支
援

教
室
や
み
っ
き
ぃ
ル
ー
ム
、
不
登
校

対
策
指
導
員
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
支
援
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、

多
様
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

４
点
目
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や

民
間
の
支
援
団
体
、
行
政
が
連
携
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
参
加
し
、

相
談
窓
口
等
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
に
協
力
す
る
な
ど
、
多

様
な
機
関
と
連
携
し
て
不
登
校
や
ひ

き
こ
も
り
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
支
援
団
体
の
運
営
側
に
対
す
る

　
　
支
援
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
支
援
は
考
え

　
　

て
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち
、
あ

る
い
は
保
護
者
に
対
す
る
支
援
を
優

先
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
他
市
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
て
、

支
援
団
体
の
運
営
側
へ
の
支
援
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

答

問答

質疑・一般質問
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▲複合化予定の中央公民館と三木商工
　会館

　

公
政
会

　
　

中
尾　

司
郎 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
旧
星
陽
中
学
校
の
利
活
用

　

・
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利

　
　

用

　

・
小
中
一
貫
校
の
推
進

　

・
豊
地
小
学
校
の
在
り
方

　

・
認
定
こ
ど
も
園
の
在
り
方

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

中
央
公
民
館
等
複
合
施
設
整
備

　
　

事
業

①
想
定
し
て
い
る
事
業
の
概
要

②
予
算
の
内
容

③
財
源

④
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⑤
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
し
た
理
由

　
　

①
中
央
公
民
館
、
市
民
活
動
セ

　
　

ン
タ
ー
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
及
び
高
齢
者
大
学
が
あ
る
ま
な
び

の
郷
み
ず
ほ
の
４
つ
の
公
共
施
設
並

び
に
三
木
商
工
会
館
を
複
合
化
す
る

た
め
に
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を

募
集
す
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
テ
ル
及
び
ギ

ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
民
間
収
益
施
設
も
、

民
間
事
業
者
か
ら
の
柔
軟
か
つ
自
由

な
提
案
を
募
集
す
る
。

②
官
民
連
携
に
よ
る
中
央
公
民
館
等

複
合
施
設
の
整
備
に
向
け
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
計
施

工
等
を
請
け
負
う
事
業
者
を
選
定
す

る
。

　

積
算
内
容
は
、
既
存
施
設
で
あ
る

中
央
公
民
館
、
み
の
が
わ
会
館
及
び

三
木
商
工
会
館
の
解
体
工
事
費
並
び

に
新
複
合
施
設
の
設
計
費
及
び
施
設

整
備
費
に
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る

影
響
額
を
上
乗
せ
し
た
金
額
で
あ
る
。

③
三
木
商
工
会
議
所
か
ら
、
新
複
合

施
設
に
お
い
て
三
木
商
工
会
議
所
が

区
分
所
有
す
る
部
分
を
床
面
積
で
按

分
し
た
金
額
を
負
担
金
と
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
補
助
率
が
50
％
で
あ
る

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
活
用

の
ほ
か
、
充
当
率
が
90
％
並
び
に
交

付
税
措
置
率
が
50
％
の
公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
債
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。

④
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
募

集
す
る
た
め
、
令
和
７
年
７
月
中
に

は
公
募
資
料
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
、
公
募
を
開
始
す
る
。
そ

の
後
、
民
間
事
業
者
か
ら
企
画
提
案

書
が
提
出
さ
れ
、
令
和
８
年
１
月
頃

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
審

査
を
実
施
し
、
優
先
交
渉
権
者
を
決

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、
令
和
７
年
度

中
を
め
ど
に
基
本
協
定
を
締
結
し
た

い
。

⑤
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
は
、
公
共
団
体
が

資
金
調
達
を
し
、
設
計
、
施
工
、
管

理
運
営
を
一
括
し
て
民
間
事
業
者
に

発
注
す
る
方
式
で
あ
る
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
は
、
民
間

事
業
者
が
資
金
調
達
を
し
、
設
計
、

施
行
を
行
い
、
施
設
完
成
後
に
公
共

団
体
に
所
有
権
を
移
転
す
る
方
式
で

あ
る
。

　

本
事
業
に
お
け
る
事
業
手
法
を
検

討
す
る
中
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
進
め

る
場
合
、
本
事
業
の
規
模
や
内
容
で

は
、
民
間
事
業
者
が
事
業
期
間
内
に

投
資
金
額
を
回
収
で
き
な
い
と
い
う

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
金
利
負
担
や
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と

い
う
特
別
目
的
会
社
の
設
立
費
用
が

民
間
事
業
者
の
大
き
な
負
担
と
な
る

た
め
、
民
間
事
業
者
と
し
て
参
画
し

や
す
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
と
し
た
。

　
　

地
域
か
ら
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　
　

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

多
数
出
て
い
る
が
、
事
業
者
か
ら
ホ

テ
ル
の
提
案
が
あ
れ
ば
、
審
査
内
容

の
加
点
の
対
象
と
な
る
か
。

　
　

現
時
点
で
、
詳
細
な
審
査
基
準

　
　

は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
民

間
収
益
施
設
の
立
地
に
よ
り
、
周
辺

地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
民
間
収

益
施
設
を
含
む
提
案
に
対
し
て
は
、

加
点
の
対
象
と
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

問答

問答

質疑・一般質問
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市
民
ク
ラ
ブ

　
　
古
田
　
寛
明 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理

　
　

及
び
執
行
状
況
に
関
す
る
点

　
　

検
・
評
価

　

・
学
校
プ
ー
ル
と
水
泳
指
導

　

・
三
木
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

　
　

ィ
の
推
進

　

・
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

　
　

現

三
木
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
推
進

　
　
①
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
デ
コ
活

　
　
の
違
い

②
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
数
値
の

測
定
方
法

③
市
内
企
業
と
の
合
意
協
力

④
行
政
機
関
の
取
組

⑤
市
民
意
識
の
醸
成

⑥
25
年
後
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　

①
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
は
、
地

　
　

球
温
暖
化
対
策
と
な
り
得
る
あ

ら
ゆ
る
賢
い
選
択
を
促
す
国
民
運
動

の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
デ
コ
活
と
は
、
脱
炭
素
に

つ
な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を

つ
く
る
国
民
運
動
の
こ
と
で
あ
る
。

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
は
、
脱
炭
素
社
会

へ
向
け
た
意
識
啓
発
に
重
点
を
置
い

て
い
た
が
、
デ
コ
活
は
市
民
の
皆
様

に
具
体
的
な
行
動
へ
移
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転

換
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

②
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
測
定
数

値
は
、
国
が
行
っ
て
い
る
各
種
調
査

の
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
算
出
し
て
お

り
、
自
治
体
ご
と
に
自
治
体
排
出
量

カ
ル
テ
と
し
て
公
表
さ
れ
る
。

③
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
す
る
に
当
た
り
、
学
識
経
験
者
や

企
業
等
を
構
成
委
員
と
し
た
「
三
木

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定

委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
分
野
の
専

門
的
な
知
見
を
集
約
し
て
計
画
を
策

定
し
た
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
お
い
て
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

の
目
標
達
成
に
向
け
て
企
業
が
初
期

投
資
を
せ
ず
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

導
入
で
き
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
や
リ
ー
ス

な
ど
の
仕
組
み
や
、
国
や
県
の
補
助

事
業
に
沿
っ
た
取
組
の
周
知
啓
発
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
県
が
事
業
者
向
け
の
太

陽
光
発
電
設
備
に
対
す
る
補
助
制
度

を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

三
木
商
工
会
議
所
や
吉
川
町
商
工
会

な
ど
と
連
携
し
、
市
内
事
業
者
に
対

し
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

④
市
で
は
、
公
共
施
設
や
公
用
車
を

中
心
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
公
共
施
設
は
照
明
設

備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
、
公
用
車
は
、

電
気
自
動
車
６
台
と
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
２
台
の
次
世
代
自
動

車
を
導
入
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
建
物
の
構
造
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
や
断
熱
性
に
優
れ
た
も
の

を
採
用
し
た
り
、
太
陽
光
発
電
設
備

を
導
入
す
る
な
ど
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

⑤
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
ご
み
の
分
別

収
集
や
自
治
会
等
に
よ
る
古
紙
な
ど

の
集
団
回
収
に
対
す
る
奨
励
金
制
度

な
ど
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て

市
民
の
行
動
や
意
識
醸
成
を
図
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
環

境
学
習
教
室
と
し
て
、
市
民
団
体
の

協
力
や
民
間
企
業
に
よ
る
体
験
学
習

を
通
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
公
民

館
や
高
齢
者
大
学
と
連
携
し
、
市
民

向
け
の
出
前
講
座
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
へ
向
け
て
市
民

の
意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

⑥
基
準
年
度
で
あ
る
２
０
１
３
年
度

と
比
較
し
て
２
０
３
０
年
度
に
は
48

％
以
上
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

を
目
標
と
し
、
２
０
４
０
年
度
に
は

81
・
５
％
の
削
減
を
計
画
し
て
い
る
。

現
在
、
実
施
し
て
い
る
省
エ
ネ
家
電

買
い
替
え
促
進
事
業
に
加
え
、
県
が

実
施
予
定
の
太
陽
光
発
電
設
備
導
入

に
係
る
補
助
事
業
に
も
、
市
と
し
て

協
調
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

問答
質疑・一般質問
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志
誠
会

　
　

堀　
　

元
子 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
文
化
芸
術
政
策
と
市
民
ギ
ャ

　
　

ラ
リ
ー
の
設
置

　

・
防
災
対
策

　

・
「
生
理
の
貧
困
」
と
市
内
の

　
　

学
校
の
取
り
組
み

　

・
市
の
下
水
道
事
業
会
計
に
お

　
　

け
る
課
題
と
健
全
化

文
化
芸
術
政
策
と
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
設
置

　
　

①
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ス

　
　

ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
へ
の
満

足
度
、
文
化
に
触
れ
る
機
会
へ
の
満

足
度
は
そ
れ
ぞ
れ
58
％
、
46
％
で
あ

る
。
市
の
文
化
芸
術
振
興
へ
の
取
組

の
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

②
市
が
所
有
す
る
施
設
を
活
用
し
た

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設
置
を
望
む
声

が
複
数
の
団
体
か
ら
あ
る
。

　

近
年
、
文
化
政
策
は
ま
ち
づ
く
り

の
中
の
一
環
で
捉
え
る
の
が
世
界
の

ト
レ
ン
ド
だ
と
も
聞
く
。
市
の
ま
ち

づ
く
り
と
文
化
芸
術
施
設
を
リ
ン
ク

さ
せ
て
い
く
考
え
方
に
対
す
る
見
解

を
問
う
。　

　
　

①
市
で
は
、
多
様
な
文
化
芸
術

　
　

に
触
れ
親
し
む
機
会
や
、
文
化

芸
術
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
、
文
化
の
向
上
に
寄
与
す

る
各
種
事
業
の
開
催
及
び
充
実
並
び

に
三
木
市
吹
奏
楽
団
を
は
じ
め
約
60

団
体
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

文
化
芸
術
作
品
の
創
作
活
動
の
継

続
及
び
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
三
木
市
展
」
や
「
み
な
ぎ
の
書
道

展
」
、
「
ア
ー
ト
・
テ
ィ
ー
ン
公
募

展
」
な
ど
の
公
募
展
を
開
催
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
吹
奏
楽
祭
や
菊
花
展
覧
会

な
ど
、
様
々
な
世
代
の
発
表
の
機
会

を
創
出
し
、
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

や
文
化
芸
術
団
体
の
育
成
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
伝
統
文
化
こ
ど
も
教

室
や
芸
術
鑑
賞
事
業
の
実
施
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術
に
触
れ
、

楽
し
む
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
民
参
加
型
事
業
と
し

て
、
三
木
「
第
九
」
演
奏
会
や
、

「
み
き
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
に

加
え
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
映
画
上

映
会
を
開
催
す
る
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
文

化
芸
術
団
体
の
活
動
が
停
滞
し
た
こ

と
や
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
一
因
と

考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
が
参
加
し
や

す
い
文
化
芸
術
事
業
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
文
化
芸
術
へ
の
関
心
を

高
め
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
様
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
文

化
芸
術
に
親
し
む
心
を
育
て
ら
れ
る

よ
う
、
文
化
芸
術
振
興
に
努
め
て
い

く
。

②
文
化
芸
術
作
品
の
展
示
場
所
は
、

市
立
公
民
館
を
は
じ
め
、
文
化
会
館

や
美
術
館
、
み
っ
き
ぃ
ホ
ー
ル
な
ど

の
既
存
施
設
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ

れ
ら
の
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
要

望
が
あ
る
の
か
を
教
育
委
員
会
で
文

化
芸
術
団
体
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

様
か
ら
丁
寧
に
御
意
見
を
お
聴
き
し
、

文
化
芸
術
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

　
　

教
育
委
員
会
が
意
見
を
お
聴
き

　
　

す
る
文
化
芸
術
団
体
と
は
具
体

的
に
ど
の
団
体
か
問
う
。

　
　

ど
う
い
う
形
で
御
意
見
を
お
聴

　
　

き
す
る
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
三
木
市
美
術
協
会
、
三
木
市
芸

術
文
化
会
議
、
緑
さ
わ
や
か
会
の
３

団
体
を
含
め
た
22
団
体
、
ま
た
、
そ

の
他
の
文
化
芸
術
団
体
の
皆
様
の
御

意
見
も
お
聴
き
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　

あ
り
方
検
討
会
や
連
絡
協
議
会
、

　
　

意
見
交
換
の
場
な
ど
各
部
署
を

横
断
す
る
形
で
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

設
置
に
向
け
て
の
話
合
い
の
場
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、市

長
の
見
解
を
問
う
。

　
　

必
要
が
あ
れ
ば
関
係
部
署
で
集

　
　

ま
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
内

部
事
務
の
話
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
、

担
当
部
署
の
教
育
委
員
会
が
関
係
団

体
の
話
を
責
任
も
っ
て
聴
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

答

問

答 問 答 問

質疑・一般質問
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公
明
党

　
　

松
原  

久
美
子 

議
員　　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

・
財
産
の
取
得

【
一
般
質
問
】

　

・
公
共
工
事
の
契
約

　

・
男
女
共
同
参
画

　

・
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
支
援

　

・
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

男
女
共
同
参
画

　
　

①
第
４
次
三
木
市
男
女
共
同
参

　
　

画
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る

が
、
第
３
次
か
ら
の
主
な
変
更
点

②
プ
ラ
ン
の
施
策
体
系
の
中
で
、
政

策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参

画
を
重
点
施
策
と
し
た
理
由

③
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
の
主
な

内
容
と
全
体
の
成
果

　
　

①
主
な
変
更
点
は
５
点
あ
る
。

　
　

ま
ず
１
点
目
は
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
よ
り
活
力
あ
る
三
木
市

の
創
造
を
め
ざ
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
の
解
消
が
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
明
記
し
た
。

　

２
点
目
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
は
、
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
教
育
の
推
進
を
主
な
施
策

の
上
位
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
あ
ら

ゆ
る
暴
力
の
根
絶
を
基
本
目
標
の
一

つ
に
位
置
づ
け
、
困
難
な
問
題
を
抱

え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
市
町
村
基
本
計
画

を
主
な
施
策
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

３
点
目
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
に
立
っ
た
教
育
の
推
進
や
男
性
の

家
庭
参
画
の
促
進
な
ど
、
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
施
策
を
新
た
に
設
定

し
た
。

　

４
点
目
は
、
プ
ラ
ン
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
、
市
男
性
職
員
の
育
休

取
得
率
や
市
女
性
職
員
の
管
理
職
の

割
合
な
ど
、
具
体
的
な
目
標
数
値
と

達
成
期
限
を
設
定
し
た
。

　

５
点
目
は
、
多
様
な
性
の
在
り
方

を
考
慮
し
、
「
男
女
」
を
可
能
な
限

り
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
に
置
き
換
え
、

よ
り
包
括
的
な
表
現
を
採
用
し
た
。

②
重
点
施
策
と
し
た
理
由
は
２
つ
あ

る
。

　

１
つ
目
は
、
政
策
・
方
針
決
定
の

場
へ
の
女
性
参
画
は
多
様
な
視
点
を

取
り
入
れ
た
よ
り
よ
い
施
策
立
案
に

つ
な
が
る
た
め
で
あ
る
。

　

２
つ
目
は
、
法
律
に
基
づ
く
基
本

原
則
の
中
で
、
「
男
女
の
候
補
者
数

が
で
き
る
限
り
均
等
と
な
る
こ
と
を

目
指
す
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

③
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
「
み
き

ウ
ィ
メ
ン
ズ
す
て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
塾
」

は
、
令
和
７
年
度
で
４
年
目
と
な
る
。

　

１
年
目
は
、
「
知
る
気
づ
く
、
つ

な
が
る
、
見
つ
け
る
、
想
い
を
形
に

す
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
た
。

　

２
年
目
は
、
高
校
生
の
た
め
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
意
識
調
査
２
０
２
３
の
質

問
項
目
の
検
討
や
多
様
な
性
、
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
、
性
的
自
己
決
定
権
を
テ
ー

マ
と
し
、
３
回
の
オ
ー
プ
ン
講
座
を

開
催
し
た
。

　

３
年
目
は
、
女
性
の
視
点
か
ら
考

え
る
防
災
を
テ
ー
マ
に
、
災
害
時
の

備
え
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く
内

容
で
実
施
し
た
。

　

４
年
目
は
、
政
治
分
野
の
女
性
参

画
を
テ
ー
マ
に
８
回
の
連
続
講
座
を

開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

本
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
の
中
に

は
、
市
の
防
災
会
議
や
審
議
会
の
公

募
委
員
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
引
き
受
け
ら
れ

た
方
な
ど
が
お
ら
れ
、
着
実
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
女
性
リ
ー
ダ

ー
育
成
講
座
を
通
じ
て
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
を
促
進
し
、
多
様

な
意
見
が
反
映
さ
れ
る
、
よ
り
よ
い

三
木
市
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
。

〇
引
き
続
き
、
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
場
を
市
で
も
つ

く
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
し
っ

か
り
と
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問答
質疑・一般質問
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日
本
共
産
党

　
　
板
東
　
聖
悟 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
三
木
市
地
域
ク
ラ
ブ
運
営
方

　
　

針

　

・
学
校
給
食
費
の
値
上
げ

　

・
公
共
施
設
の
法
的
順
守

　

・
夜
間
救
急
搬
送
後
の
帰
宅
方

　
　

法

夜
間
救
急
搬
送
後
の
帰
宅
方
法

　
　
①
タ
ク
シ
ー
の
利
用
可
否
と
ラ

　
　
イ
ド
シ
ェ
ア
の
研
究

②
病
院
で
の
一
時
待
機
の
可
否

③
市
の
事
例
の
把
握
と
関
係
団
体
と

の
協
議
の
有
無

④
市
と
し
て
の
今
後
の
対
応

　
　

①
市
内
で
運
行
し
て
い
る
タ
ク

　
　

シ
ー
事
業
者
の
営
業
時
間
は
、

一
番
遅
い
事
業
者
で
午
後
10
時
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
利
用
状

況
や
乗
務
員
の
処
遇
等
を
考
慮
し
た

上
で
の
営
業
時
間
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

　

ま
た
、
市
が
属
し
て
い
る
東
播
磨

交
通
圏
に
属
す
る
市
外
の
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
午
後
10
時
以
降
に
市
内
を

営
業
運
行
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、

利
用
ニ
ー
ズ
や
採
算
性
が
合
わ
な
い

た
め
、
市
内
の
深
夜
の
営
業
運
行
は

行
わ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
移
動
手
段
の
確
保

策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
タ
ク
シ
ー
が
不
足

す
る
地
域
、
時
期
、
時
間
帯
に
お
い

て
、
自
家
用
車
を
活
用
し
て
運
送
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
で
あ
り
、

市
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
提
供
す

る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
運
送
主
体
と
な
る
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
運
行
事
業
者
や
運
転
手

の
確
保
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

深
夜
帯
の
運
行
の
必
要
性
、
実
現
性

に
つ
い
て
導
入
し
て
い
る
自
治
体
を

視
察
す
る
な
ど
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

②
市
内
近
隣
の
主
な
救
急
医
療
機
関

で
は
、
夜
間
の
救
急
搬
送
の
際
に
、

医
療
機
関
か
ら
家
族
等
の
付
き
添
い

の
有
無
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
診
察
の
結
果
に
よ
っ
て
は
入

院
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と

の
説
明
を
行
い
、
了
承
を
得
て
受
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

　

家
族
等
の
付
き
添
い
の
な
い
方
の

帰
宅
手
段
は
、
公
共
交
通
機
関
が
動

く
ま
で
の
間
、
医
療
機
関
の
待
合
で

待
機
し
た
り
、
24
時
間
対
応
可
能
な

介
護
タ
ク
シ
ー
業
者
を
案
内
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
て
可

能
な
範
囲
で
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

③
令
和
６
年
度
は
、
お
一
人
の
市
民

の
方
か
ら
事
例
を
お
聴
き
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
に
北
播
磨
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
は
課
題
の
共
有
を
行
い
、

救
急
待
合
で
の
待
機
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
県
に
、
深
夜
帯
の
タ

ク
シ
ー
不
足
が
課
題
で
あ
る
と
伝
え

て
き
た
が
、
引
き
続
き
県
や
近
隣
市

町
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
と
の
間
で

こ
の
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

解
決
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
き
た
い
。　

④
全
国
的
な
課
題
で
も
あ
る
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
他
市
の
取
組
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
介
護
タ
ク
シ
ー
や
運
転
代
行
な

　
　
ど
の
運
営
形
態
の
例
外
的
な
運

行
を
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
な

い
か
。

　
　

深
夜
帯
の
運
行
は
非
常
に
課
題

　
　

が
多
く
、
例
え
ば
実
際
に
ど
の

く
ら
い
利
用
が
あ
る
の
か
、
利
用
者

数
が
少
な
い
場
合
は
待
機
時
間
が
長

時
間
と
な
る
等
の
課
題
が
あ
る
と
聞

き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

加
古
川
市
に
は
24
時
間
対
応
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
既
に
あ
る
た
め
、

今
後
対
話
を
通
し
て
、
市
内
で
の
運

行
の
可
能
性
等
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

　
　

質疑・一般質問
問答

問答
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▲クールスポットに掲示されている目印

　
日
本
維
新
の
会

　
お
ぎ
は
ら  

吉
江 

議
員
　

【
一
般
質
問
】

　

・
熱
中
症
対
策
の
強
化

　

・
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支

　
　

援

　

・
朝
の
「
小
１
の
壁
」
へ
の
対

　
　

応

　

・
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
充
実

熱
中
症
対
策
の
強
化

　
　
①
熱
中
症
対
策
に
お
け
る
市
の

　
　
取
組

ア
　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
現

　
　
状

イ
　
熱
中
症
対
策
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

　
　
養
成

②
教
育
現
場
に
お
け
る
暑
さ
対
策

ア
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
設
置

イ
　
登
下
校
時
の
重
す
ぎ
る
荷
物

ウ
　
部
活
動
で
の
対
策

エ
　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
対
策

　
　

①
ア　

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ

　
　

ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
令

和
７
年
度
は
、
４
月
23
日
か
ら
10
月

22
日
ま
で
、
市
内
14
か
所
の
公
民
館

等
の
公
共
施
設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
開
設
す
る
。

開
設
す
る
場
合
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｘ
（
エ
ッ
ク
ス
）
、
三
木
安

全
安
心
ネ
ッ
ト
や
健
康
ア
プ
リ
な
ど

の
媒
体
を
使
い
市
民
の
皆
様
に
周
知

す
る
予
定
で
あ
る
。

イ　

熱
中
症
対
策
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
講

座
を
子
ど
も
か
ら
成
人
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

を
担
当
す
る
職
員
26
人
が
受
講
し
、

熱
中
症
対
策
の
専
門
的
な
知
識
を
学

び
、
市
民
の
皆
様
へ
の
普
及
啓
発
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

②
ア　

現
在
、
小
学
校
４
校
、
中
学

校
６
校
で
校
内
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

イ　

各
学
校
で
は
家
庭
学
習
に
必
要

の
な
い
教
科
書
等
の
学
習
用
具
は
、

学
校
に
置
い
て
帰
宅
し
て
良
い
と
児

童
生
徒
に
指
導
し
て
い
る
。
学
期
末

な
ど
、
荷
物
が
多
く
な
る
時
期
は
、

計
画
的
に
持
ち
帰
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

ウ　

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
に
基

づ
き
、
31
度
以
上
の
場
合
は
運
動
を

原
則
中
止
す
る
こ
と
を
各
学
校
に
通

知
し
て
い
る
。
活
動
時
に
は
小
ま
め

に
水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る
こ
と
や

30
分
お
き
に
積
極
的
な
休
息
を
取
る

こ
と
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
陰
を
つ
く
る
た
め
テ
ン

ト
を
設
置
し
た
り
、
休
日
や
長
期
休

業
日
中
に
は
、
少
し
で
も
暑
さ
が
和

ら
い
で
い
る
早
朝
や
夕
方
に
練
習
等

の
時
間
を
設
定
し
た
り
、
体
育
館
に

大
型
扇
風
機
を
設
置
し
た
り
し
な
が

ら
、
熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し
て
活

動
し
て
い
る
。

エ　

室
内
の
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
は

じ
め
、
小
ま
め
な
水
分
補
給
の
声
か

け
や
外
遊
び
の
可
否
判
断
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
活
動
中
の
児
童
の
様
子

を
注
意
深
く
観
察
し
、
異
常
が
な
い

か
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
熱
中
症
発
生
時
の
対
応
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
熱
中
症
の
疑
い

が
あ
る
場
合
の
対
応
・
手
順
を
全
て

の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
共
有
し
て

い
る
。

　
　
一
時
的
な
暑
さ
し
の
ぎ
の
場
と

　
　
し
て
、
民
間
施
設
の
共
用
ス
ペ

ー
ス
を
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整

備
で
き
な
い
か
。

　
　

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の

　
　

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
日
常
的
な

暑
さ
し
の
ぎ
の
場
と
し
て
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
も
併
せ
て
募
集
し
、
熱
中
症

対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
　
小
学
校
ご
と
に
対
応
が
異
な
る

　
　
状
況
を
是
正
し
、
全
て
の
小
学

校
に
一
定
の
熱
中
症
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
現
在
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
小

学
校
に
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
使
用

　
　

頻
度
や
、
衛
生
面
で
の
管
理
等

の
理
由
に
よ
り
、
各
学
校
の
実
情
に

応
じ
て
学
校
の
判
断
で
設
置
し
て
い

る
。
設
置
し
て
い
な
い
学
校
で
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
て
飲
料
水
や
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
準
備
す
る
な
ど
、

児
童
生
徒
が
水
分
補
給
を
行
え
る
よ

う
熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質疑・一般質問

問答

問答

問答
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▲ 行政視察の様子（令和７年５月９日　加西市役所）

◆◆◆　議会BCPの行政視察を実施しました　◆◆◆

　三木市議会では、災害発生時にも議会機能を維持できるよう、議会ＢＣＰ(業務継続計画)
の策定に向けた議論を進めています。
　令和７年５月９日には、先進的な事例を学ぶため、加西市議会へ行政視察を行いました。
　加西市議会では、災害発生時でも議会機能を確保するための計画や運用体制が整備されて
おり、策定経過や具体的な計画内容について説明を受けました。
　議員からも活発な質疑応答および意見交換が行われ、本市の議会ＢＣＰの策定に役立たせ
るための学びを深めることができました。
　今後は、今回の視察を通じて得た知見をもとに、本市議会の議会ＢＣＰの策定に活かすと
ともに、非常時においても市民の皆様が安全・安心に過ごせるように、議会としての備えを
強化し、迅速かつ的確に対応できる体制づくりに努めてまいります。

三木市議会では、他市町村からの行政視察を受け入れています。
令和７年４月１日から６月３０日までの受入状況は次のとおりです。

縁結び課の取組み、みきで愛サポートセンターの
取組みについて5月 8日

月  日 市 町 村 名 委員会名・会派名 調 査 事 項

静岡県焼津市 自由みらい

★ 行政視察の受入 ★
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▲広野小学校の生徒による議場見学の様子
（令和7年5月30日　三木市役所）

▲広野小学校の生徒による議場見学の様子
（令和7年5月30日　三木市役所）

◆◆◆　議場見学を実施しています　◆◆◆

　三木市議会では、社会科見学の一環として毎
年、議場見学の受入を行っています。
　令和６年度は、市内５つの小学校の生徒が訪
れました。
　普段入ることのない市役所8階展望台から一
望できる三木市の風景を見て、市内各所の位置
関係を確認したり、議員や市職員が実際に議論
を交わしている議場に入ることで、議場が何を
しているところかに興味を持ち、たくさんの質
問が飛び交っていました。

　近年では、小学生だけではなく、高校生の社
会学習や自治会活動としてのお申し込みもあり
ます。
　皆様も、議場を見学して議会を身近に感じて
みませんか？
　お気軽に議会事務局までお問い合わせくださ
い。

※市議会本会議開催日はご希望に添いかねますので
　ご了承ください。

　政務活動費とは、議員が行う調査研究その他の活動に必要な経費の一部として市が支給する費
用のことです。
　三木市では、議員１人あたり年額１２万円を会派（所属議員が１人の場合を含む）に対して交
付しています。

令和６年度 政務活動費収支報告
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　三木市議会では、市民の皆様に読んでいただきやすい「議会だより」を目指
し、研究を進めています。
　そこで、市民の皆様のご意見をお聴きするため、アンケートを実施いたしま
す。皆様から頂いたご意見は、今後の議会だより作成に活かしていきますの
で、是非、皆様のご意見をお寄せください。

議会だよりに関するアンケートのお願い

●ＦＡＸでご回答いただける方は、１５ページのアンケートを三木市役所
　 議会事務局宛てにＦＡＸ（0794-82-2094）してください。

●ホームページからご回答いただける方は

●各市立公民館でも回答用紙を提出していただけます！

１５ページへ！

回答期限：令和７年８月２０日（水）

で検索していただくかみき市議会だより アンケート

皆様のご意見を
お待ちしています。

こちらのＱＲコードを読み取ってください。
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き

り

と

り

みき市議会だよりアンケート
1. 基本情報

問１　市内在住の方ですか？　　□はい　 □いいえ
問２　年齢： □10代　□20代　□30代　□40代　□50代　□60代　□70代以上
問３　性別： □男性　 □女性　 □その他　 □回答しない

2. 市議会だよりについて
問４　市議会の活動についてどの程度関心がありますか？ 
　□非常に関心がある □やや関心がある □あまり関心がない □まったく関心がない
問５　議会だよりをどのくらいの頻度で読んでいますか？ 
　□毎号読んでいる □時々読んでいる □ほとんど読まない □読んだことがない
問６　問５で「読んでいる」と回答された方は、特に読まれる掲載項目は何ですか？ 
　□ 議案等の審議結果、賛否が分かれた案件　□各議員の質疑、一般質問 
　□ 議会活動について（委員会視察報告、議会報告会など）
　□ その他（　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　  ）
問７　問５で「ほとんど読まない」「読んだことがない」と回答された方は、これまで
　読まなかった理由は何ですか？（自由記述）

問８　議会だよりの内容は分かりやすいですか？
　□とても分かりやすい □まあまあ分かりやすい □あまり分かりやすくない 
　□分からない
問９　議会だよりのデザイン（表紙・レイアウト・文字・色使いなど）についてどう　
　思いますか？
　□とても見やすい　 □まあまあ見やすい　 □あまり見やすくない　 □見にくい
問１０ 読みやすくするためにどのような改善が必要だと思いますか？（複数選択可）
　□文字を大きくする □文字を縦書きから横書きにする　□写真や図を増やす
　□フルカラーにする □レイアウトを見やすくする　　　□QRコードを活用する
　□ページ数を増やす □ページ数を減らす  
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問１１ 議会だよりで取り上げてほしいテーマがあればご記入ください。（自由記述）

問１２ 市議会の情報を主にどのように得ていますか？（複数選択可） 
　□議会だより　□ホームページ　□新聞 
　□各議員のSNS（ブログ、Facebook、X （旧Twitter）、Instagram など）
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3. 自由意見
　　市議会だよりに関するご意見・ご要望があれば自由にお書きください。（自由記述）

三木市役所議会事務局　 FAX : 0794-82-2094



▲三木市議会 録画配信
（三木市ホームページ）
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三木市議会事務局　電話0794（89）2309　　市のホームページアドレスは…ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｍｉｋｉ．ｌｇ．ｊｐ/

パソコンやスマートフォンで
　　本会議や委員会をご覧になれます

8月29日（金）

　　9月11日（木）

　　12日（金）

　　16日（火）

　　30日（火）

議案上程・市長提案説明

質疑・一般質問

予備日

討論・採決等

本会議の様子をラジオ
「エフエム三木」
（76.1ＭＨｚ）で

生放送します

次回定例市議会は下記の日程で行う予定です。
ぜひ傍聴にお越しください。

※いずれも午前10時から開催する予定です。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせいただく　か、市のホー
ムページをご覧ください。

　本会議や委員会の様子を、インターネットで録画中継しています。

　配信日は、会議（本会議または委員会）の概ね２週間後からとなります。

「傍聴したいけど、市役所まで行くことができない」という方は、ぜひ一度ご覧ください。

　録画映像は市議会のホームページで公開しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

　５月２０日に全国市議会議長会

定期総会が開催され、本市議会の

古田寛明議員、岸本和也議員が在

職１０年の功績を称えられ、表彰

を受けられました。

　５月２８日の本会議で報告する

とともに、後日、議長室にて伝達

式を行いました。

▲左から岸本和也議員、古田寛明議員

　議員が選挙区内でのまつりや会合などへの祝儀、季節の贈答品などの寄付行為をしたり、暑中見舞など時候のあいさ
つ状を出すことは公職選挙法で禁止されています。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

暑中見舞い等の禁止について

全国市議会議長会より表彰




